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昌薯号号夢二稚勤号第歩を雇孟
リエ兼ギャラリーの開設に向

, るヽ。障害者たちが陶芸や絵
作に専合できる環境を整えt

市民にも気軽に作品を鑑賞してもらおうとぃ
うもの。敷地内の旧作業棟を改築して利用す
るが、事業所などが建材の無償提供や作業を
ボランティアでするなど協力している。「夢工
房」と名付けた施設は2月にオープンの予定。
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P月の開設に向け作品が搬入された「夢工房」

「夢
工
房
」
２
月
に
オ
ー
プ
ン
予
定

障
害
者
た
ち
の
ア
ー
■
作
品
展
示
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は
賃
金
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な

つ
て
い

る
。

そ
の
中
で
も
陶
芸
や
絵
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寄
稿
歓
迎
　
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
＞」と
や
、市

民
に

画
、

縫
製
な
ど
の
ア
ー
ト
活

動
は
槍
分
た
ち
の
得
意
な
素

材
に
出
合
い
、

枠
に
と
ら
わ

れ
な
い
自
由
な
発
想
の
作
品

を
生
み
出
し
、
市
内
で
作
品

展
を
開
い
て
き
た
。

ま
た
、

更
生
施
設
の
入
所
者
も
二
年

前
か
ら
陶
芸
な
ど
の
活
動
を

取
り
入
れ
、

ユ
一キ
ー
ク
な
作

品
づ
く
り
を
し
て
い
る
的

こ
れ
ま
で
ア
ー
ト
活
動
は

他
の
製
品
づ
く
り
も
す
る
第

一
作
業
棟
の

一
角
で
し
て

い

た
が
、

イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま

せ
制
作
に
集
中
す
る
環
境
づ

く
り
を
検
討
し
て
い
た
。

同

時
に
多
く
の
作
品
が
倉
庫
に

眠

っ
た
ま
ま
の
状
態
だ

っ
た

た
め
、

市
民
に
い
つ
で
き
観

て
も
ら
え
る
会
場
の
設
置
も

夢
に
描
い
て
き
た
。

二
〇
〇

亘
年
十

一
月
に
は
綾
部
市
で

の
合
同
作
品
展
に
出
品
し
た

が
、

ア
ー
ト
活
動
に
力
を
入

れ
る
奈
良
市
や
大
津
市
な
ど

の
障
害
者
施
設
の
人
た
ち
の

奇
抜
な
作
品

に
刺
激
を
受

け
、

具
体
化

へ
弾
み
と
な

つ

た
。第

亘
作
業
棟

（鉄
筋
造
り

平
屋
建
て
）
で
の
粉
石
鹸

の

製
造
を
中
止
し
た
こ
と

か

ら
、

そ

の
棟

の
半

分

の

ス

ペ
ー
ス
（約
七
十
二
平
方
済
）

を
活
用
。

利
用
者
た
ち
が
出

向
い
て
働
く
平
の
丸
玉
産
業

が
計
画
の
話
を
聞
き
、

床
材

の
提
供
と
張
り
番
え
作
業

を
、

塗
装
業
者
が
壁
の
塗
り

替
え
を
い
ず
れ
ヽ
無
償
で
し

ゴ‐‐「‐

母
の

ダ

こ

う
べ
を
一

に
唖
え

表
し
、

ト

一詠
っ
た
一

名
旬
だ
！

そ
ん
一

母
を
宣
一

真
を
撮

か
五
往

ら
す
ス
ポ

を
寄
贈
上

改
築
工

組 た


